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琵琶湖ヨット倶楽部は　1933 年（昭和

８年）　Ａ級 12ft を 10 艇建造した。そし

て京大、同志社をはじめ九州帝国大までこ

の普及にお手伝いしたと書いています。Ｂ

ＹＣに在った当時のディンギーには　あ、

か、さ、た、な・・・と頭文字を使い、あ

かつき、かすみ、さざなみ、たまも、なぎ

さ、・・と言う艇名が付いていました。ニ

ス塗りで、白いウォーターライン、船名が

白文字でした。

同志社はライトブルー、京大はダークブ

ルーの船体で鴎盟舎という共同艇庫にいま

した。当時、琵琶湖疎水は舟運の運行が可

能で、Ａ級ディンギーで疎水を下り、大阪

湾まで行った話も聞きました。戦後、駐留

軍にすべてを接収されて、Ａクラスとの縁

は切れてしまいました。

それから数十年を経て、平成 24 年 6 月

1 日、琵琶湖ヨット倶楽部前に、A 級ディ

ンギーが集結しました。タイムスリップし

たかのような光景でした。「第 22 回全日

本 A 級ディンギー選手権」に集まった往年

の名艇です。その数、約 56 艇名。

今回の大会は、琵琶湖ヨット倶楽部と

関係の深い、同志社大学体育会ヨット部

OBOG 会である「鯨会」の主管で開催され、

鯨会運営委員長で、当倶楽部の会員でもあ

る水上真吾氏がお手伝いすることになりま

した。

所有するレスキュー「夕凪」も運営艇と

して参加しました。

◆以降、水上氏の報告です。

選手は、戦後～昭和 46 年頃にかけて活

躍した皆さんで、平均年齢は約 70 才。昨

年の葉山大会は東日本大震災で中止とな

り、今回は二年ぶりの大会となりました。

FRP艇 20艇と木造

艇 36 艇の計 56 艇が

参加。北東から東の

軽風で、予定通りスー

パーシニア (艇長７０

歳以上 )クラス1レー

スと本戦 5 レースが

行われました。

6 月 2 日 17 時 半

からは、恒例のレセ

プ シ ョ ン が「 大 津

館」のガーデンパー

ティーにて開催され

ました。このレガッ

タのもう一つ大イベントがこのパーティー

です。大津館は旧琵琶湖ホテルを改修した

施設で、A 級ディンギーにピッタリのレト

ロな雰囲気でした。38 クラブ、約 350 人

が参加し盛大に行われました。

参加した皆さんはヨットの草分け的人た

ちです。全国から集まり、再会を喜び合う

ようすは、ほほえましくその姿は、憧れす

ら感じます。年を重ねることへの不安と希

望そして勇気。A 級ディンギーの歴史は、

ヨット界の歴史であったとともに、戦後の

日本そのものだったと言っても過言ではな

いでしょう。

■ ＡクラスディンギーとＢＹＣ        		   長谷川 和之・水上 真吾

スーパーシニアレース

■レース結果

スーパーシニア ( 参加 33 艇 )

1 位 九大帆友会 ( 九州大 )

2 位 櫻門 A 級デインギークラブ ( 日大 )

3 位 同志社鯨会 A 級保存会 ( 同志社大 )

FRP 艇 ( 参加 20 艇 )

1 位　乙艫セーリング ( 横浜市大 )

2 位　清和御門ヨット倶楽部 ( 立命館大 )

3 位　甲風 A 級倶楽部 ( 甲南大 )

4 位　さぬき A 級ディンギー倶楽部 ( 高松商業高校 )

5位　松島A級セーリング倶楽部 (東北大、東北学院大 )

6 位　修猷ヨットクラブ ( 修猷館高校 )

木造艇 ( 参加 36 艇 )

1 位　櫻門 A 級デインギークラブ ( 日大 )

2 位　九大帆友会 2 号艇 ( 九州大 )

3 位　白翠・旭水ﾃﾞｨﾝｷｰﾁｰﾑ ( 東北大、仙台二高校 )

4 位　九大帆友会 1 号艇 ( 九州大 )

5 位  福高でんすけ会 ( 福岡高校 )

6 位  チーム・あたみさん ( 関東学院大 )

*( ) 内は母体組織

閉会式の様子

スタート

まさに昭和、レトロな大津間でのガーデンパー
ティ
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戦前からの、A 級ディンギーに戦後、ス

ナイプ級が入ってきて、同志社や京大の

ヨット部は両方を使っていました。今では

A クラスディンギーは姿を消して、スナイ

プ級と４７０級ヨットが大学の各ヨット

部で使用しています。

スナイプは《 snipe class 》日本ヨット

協会が公式戦で採用しているヨットで、

SNIPE は鳥のシギ、セールに鳥のマークが

ついています。

全長 4.72 メートルの二人乗りの艇は　

今は FRP の船体やアルミのマストですが、

戦後アメリカから入ってきた当時は設計

図により木造のヨットを　日本の造船所

で作りました。従ってレースの始まる前に

はレース委員が船をそれぞれ計測したも

のです。

当時のことですが、設計図に船体の外

板の厚みは書いていましたが、船の重量は

書いていませんでした。杉材など使って作

るのが価格的にも主流でしたが、私は風呂

桶に使う檜を使ってスナイプを作っても

らいました。

桑野造船所の船大工は「檜は杉と比べ

ると軽いが値段が高い」と言いました。重

量の規定がなかったのを考えての軽いス

ナイプは琵琶湖の風に乗って快走し、どの

レースでもよい成績を上げました。

琵琶湖ヨット倶楽部が本年、創立９０

周年の機会に１９３９年建造の EZ 級の大

改修が行われ、建造当初の美しい姿を見

て、木造のスナイプを懐かしく思い出しま

した。

■ スナイプ と A 級ディンギー　　　　長谷川　昭
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■ びわこ花噴水　　　　　長谷川　和之

日ごろ帆走中に見慣れている大津港の

噴水にまつわる思い出を・・・

琵琶湖ホテルは平成 10（1998）年 10

月　浜大津に新築移転オープンしました

が、それに先立って　大津港の改修の仕

上げで　沖合 180 メートル防波堤上（堤

長 450 メートル）に何か樹木を植える計

画を耳にしました。広い琵琶湖を木で見え

なくするなんてもってのほかと、当時の稲

葉県知事の奥さんに動いてもらい、噴水の

取り付けを提案しました。早速、稲葉県知

事、山田大津市長の賛同を得て計画は進み

ました。

かねて噴水市長と言うほど市内各所に

噴水を作っていた山田市長は、JR 大津駅

前から湖岸まで延びる大通りのまっすぐ

沖に　スイスのレマン湖にあるような大

きい噴水をと考えられました。しかし琵琶

湖は建設省の所管で、河川の扱いで、市長

とて簡単に湖上に固定物を作るわけに行

かないと、そこで考えたのが、ミシガンや

ビアンカのような　大きい噴水船を提案、

しかし選挙前のアドバルーンは　市民の

賛同を得られず幻の噴水となりました。

そうこうする中で、私の噴水計画は渡

りに船で、工事費４億円余を県と市が半分

ずつ負担することで進みました。知事から

は民間の寄付も要ると言われ、その１割を

京阪グループが負担しました。当時、総延

長で　ギネスブックに登録の可能性があ

りましたが、事務的なことで実現しなく

て、今思うと残念でした。

噴水 66 本（3 本束× 22 機）長さ：約

440 メートル（約 40 メートル× 11 箇所）

高さ：上段噴水　約 30 メートル、中段噴

水　約 22 メートル、下段噴水　約 15 メー

トル　. 直上噴水 2 本高さ　約 40 メール

10 階建てのビルの高さに相当しコン

ピューター制御で放水します。夜間は 3

色の光（透明、橙、緑）によりライトアッ

プします。

 

平成 7 年 3 月琵琶湖開きに完成　最大

電力量 450kwh　水中ポンプ 14 台（ポン

プ 1 台が消防車約 10 台分に相当）　照明

灯 194 灯（レクリエーション用野球場の

明るさに相当します。）

今日の電気事情から大量の電気を消費

する噴水は　ちょっと悪者扱いです。　い

まや琵琶湖の名物となった花噴水ですが、

世情は厳しく、何時まで噴水が上がるのか

心配です。

西山 順三 氏　撮影

西山順三氏　撮影
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